
1 

 

航 空 自 衛 隊 仕 様 書 

仕様書の 

種  類 

内容による分類 役務仕様書 

性質による分類 個別仕様書 

物品番号  仕 様 書 番 号 

品 名 

又は 

件 名 

空輸系ＨＦ空中線装置の撤去 

美基ＬＰＳ－Ｅ００００４ 

承 認 令和８年７月１３日 

作 成 令和８年７月１０日 

改 正 
令和 年 月 日 

令和 年 月 日 

作成部 

隊等名 

第３輸送航空隊基地業

務群サイバー運用隊 

 

1  総則 

1.1  適用範囲 

 この仕様書は，航空自衛隊美保基地において使用する“空輸系ＨＦ空中線装置の撤去”

について適用する。 

1.2  用語及び定義 

 この仕様書に用いる主な用語及び定義は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の箇条 1.2によ

るほか次のとおりとする。 

a) 空輸系ＨＦ空中線装置 

ＨＦ帯の送信用空中線と受信用空中線から構成される。各空中線については，地上

高約２５ｍの支線（二段四方向）式塔体と空中線本体からなり，空中線本体は引き起

こし方式により塔体の頂部に水平設置される。また，空中線本体はトルクチューブを

回転軸としてローテータの制御操作により方向調整が可能である。 

1.3  引用文書 

 この仕様書に引用する文書は，この仕様書に規定する範囲内において，仕様書の一部

をなすものであり入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

 なお，引用文書に定める内容がこの仕様書に定める内容と相違する場合は,この仕様

書に定める内容を優先する。 

a) 仕様書 Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７ 調達品等一般共通仕様書 

b) 技術指令書 Ｊ．Ｔ．Ｏ．３１Ｒ１－２ＮＡＴ５８ＦＪＷ－１ 

 

2  役務に関する要求 

2.1  役務の内容 

a) 空輸系ＨＦ空中線装置の解体を行い，指定する場所へ集積する。 

b) 解体に伴い，当該装置に損傷を生じさせないこと。 

2.1.1  空輸系ＨＦ空中線装置の撤去 

a) 空中線の取り外し 

b) 塔体及びそれに付帯する物品の解体及び分解 

2.1.2  撤去した物品の運搬 

官側が指定する場所（基地内）への運搬 
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2.2  空輸系ＨＦ空中線装置の撤去対象品目の構成及び寸法，質量 

 対象品目の構成及び寸法等は，表１のとおり。 

表１－空輸系ＨＦ空中線装置の撤去の対象品目の構成及び寸法，質量 

名 称 

（型 式） 
数量 

高さ 

(mm) 

幅 

(mm) 

奥行 

(mm) 

質量 

(Kg) 

空輸系ＨＦ空中線装置 

（ＮＡＴ－５８／ＦＪＷ） 
１式  

１ 回転式ログペリオディック 

アンテナ・エレメント 
２個 25000 24800 22200 2718 

(1) ブーム ※１式 

 

(2) エレメント ※１６対 

(3) 給電管 ※１式 

(4) 塔体 ※１式 

(5-1) 上段支線 ※４本 

(5-2) 下段支線 ※４本 

(6) 支持脚 ※１式 

(7) トルクチューブ ※１式 

(8) フィーダ ※１式 

２ ローテータ ２個 620 780 870 280 

３ ローテータ・ジョイント ２個 140 76 76 2 

 ※ 回転式ログペリオディックアンテナ・エレメント１個に対する数量 

 ※ 詳細図は別冊のとおり。 

2.3  履行場所 

a) 履行場所位置関係図 別図 1のとおり。 

2.4  役務の手順等 

2.4.1  撤去方法 

a) 役務作業を実施する際は，監督官の指示に従うものとする。 

b) 作業を実施する際は，基地内の施設等を損傷することがないよう，所要の処置を実

施し，過失により損傷を与えた場合は，契約の相手方の負担において速やかに復旧さ

せるものとする。 

c) 契約の相手方は，本役務を履行するに先立ち，作業を実施する場所や環境に対する

法令や条例を確認の上，監督官と打ち合わせを行い，適切に措置を行うものとする。  

d) 本役務に使用する資材等は，契約相手方の負担とする。 

e) 撤去作業は，撤去対象部品について単体としての形状及び機能確認が可能な状態を

維持したまま実施するものとし，切断，破砕その他部品の原形を損なう方法による解

体は，監督官の承認を得た場合を除き実施してはならない。 

f) 本役務の作業時間は，土曜日，日曜日及び国民の祝日に関する法律に定める休日を

除く月曜日から金曜日までの午前 8 時 15 分から午後 5 時 00 分までとする。ただし，

監督官が必要と認めた場合はこの限りでない。 

2.4.2  運搬 

官側の示す経路で指定した場所まで運搬するものとし，運搬場所については別図 2に

示す。また，基地内を運行する際は，美保基地運行規則を遵守するものとする。 
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3  品質保証 

3.1  提出書類  

a) 立入申請 

契約の相手方は，基地内に入門する人員及び車両について，入門をする３日前までに

監督官を通じて許可をとること。 

b) 役務実施計画書 

作業実施の１週間前までに，作業方法及び管理体制並びに作業日程を記載した役務

実施計画書を官側へ提出するものとする。 

c) 作業報告書 

空輸系ＨＦ空中線装置に係る作業内容が明確に判別できるように工程ごと撮影（施

行前，施工中，施工後）し，カラー版で製本の上，１部を官側へ提出する。 

3.2  監督 

 監督は，直接監督方式とし，役務履行中監督官により履行状況を確認する。 

3.3 検査 

a) 直接検査方式及び本仕様書箇条 3.1 c）に示す提出書類の確認をもって行う。 

b) 検査の結果不具合等が認められた場合は契約相手方の負担で所要の措置を講じ，再

検査を受けるものとする。 

 

4  その他の指示 

4.1  貸付文書等 

契約相手方は，技術指令書の閲覧が必要な場合は，監督官と調整の上，監督官が指定

する場所に限り，閲覧することができる。 

4.2  官側の支援 

契約相手側は本役務の履行に必要な電気，水及び待機室の使用について，官側の支援

を受けることができる。 

4.3  秘密保全・情報保全・安全管理 

4.3.1  秘密保全 

契約相手方は，本契約の履行にあたり知り得た航空自衛隊に関する知識を漏洩又 

は，他に転用してはならない。 

4.3.2  情報保全 

 建物内に電子計算機及び可搬記憶媒体を持ち込む際は，事前に官側に申し出ることと

する。 

4.3.3  安全管理 

a) 契約相手方は，現場代理人及び現場作業者に対し，関連法令法規類及び安全に関

する教育を実施し，常に役務の安全に留意し事故防止に努めるものとする。 

b) 作業場への現場作業者の出入りの管理，風紀及び衛生の取り締まり並びに火災，

盗難，その他の事故防止については，現場代理人を通じ契約相手方の責任において

管理するものとする。 

c) 火気を使用する場合は， 事前に契約担当官に申し出るものとし， 美保基地防

火・防災管理規則に基づき手続きを実施する。その取扱いは必要最小限に留めると

ともに細心の注意を払うものとする。 

4.4  その他必要な事項 

契約相手方は，この仕様書によりがたい場合及び疑義が生じた場合，速やかに監督官
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を通じて契約担当官と協議するものとする。 

 

. 

 



別図1

受信用空中線

送信用空中線

基地正門

航空自衛隊美保基地 上空写真（国土地理院）

履行場所 位置関係図



撤去品運搬場所

11

工事関係者以外不許複製

基地名等 美保基地

部隊名等 第３輸送航空隊基地業務群サイバー運用隊

工事名

図面名称

基地正門

役務実施場所

役務実施場所

役務実施場所から撤去品運搬場所までの距離

別図２

送信アンテナ：約５００ｍ
受信アンテナ：約１１００ｍ

空輸系ＨＦ空中線装置の撤去品運搬経路

空輸系ＨＦ空中線装置の撤去

空輸系ＨＦ空中線装置の撤去品運搬経路
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別冊

ＨＦ空中線装置詳細図
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